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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、2022 年３⽉期において、減損損失及び解体費⽤等にかかる特別損失を計上し、2021 年

５⽉ 17 ⽇に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
記 

１．特別損失の計上 
当社は、2022 年 3 ⽉ 29 ⽇に公表いたしました本社ビルの建替え並びに本社及び倉庫移転

に伴う関連費⽤ 323 百万円を特別損失として計上するものであります。 
 

２．業績予想の修正 
(１) 2022 年３⽉期通期連結業績予想数値の修正（2021 年４⽉１⽇〜2022 年３⽉ 31 ⽇） 

 
売上⾼ 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

9,100 

百万円 

200 

百万円 

190 

百万円 

110 

円 銭 

157 円 73 銭 

今回修正予想（Ｂ） 10,736 397 453 94 135 円 14 銭 

増減額（Ｂ−Ａ） 1,636 197 263 △16 − 

増減率（％） 18.0 98.5 138.4 △14.5 − 

（ご参考）前期実績 
（2021 年 3 ⽉期） 9,493 245 234 157 225 円 28 銭 

 
(２) 2022 年３⽉期通期個別業績予想数値の修正（2021 年４⽉１⽇〜2022 年３⽉ 31 ⽇） 

 売上⾼ 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

8,800 

百万円 

170 

百万円 

102 

円 銭 

146 円 26 銭 

今回修正予想（Ｂ） 10,371 402 42 61 円 65 銭 

増減額（Ｂ−Ａ） 1,571 232 △60 − 

増減率（％） 17.9 136.5 △58.8 − 

（ご参考）前期実績 
（2021 年 3 ⽉期） 9,144 223 155 222 円 68 銭 



３．修正の理由 
2022 年 3 ⽉期通期個別業績予想につきましては、売上⾼は、出版物・雑貨等の輸出事業に

おいて、⾳楽ソフト、語学書、⽂具・雑貨類はネット事業者向けを中⼼とし好調に推移し、特
に⽂具・雑貨類はリアル店舗からの注⽂も復活し売上に寄与したほか、北⽶を中⼼とする図書
館も平常運営に移⾏し図書の発注がされるようになった結果、増収となりました。また、洋書・
メディアの輸⼊事業は、英語学習書、⽇本語学習書、⽇本⽂化紹介書のいずれも販売が振るい
ませんでしたが、K-POP は新譜、旧譜の受注が極めて好調に推移したことに加え、ネット事
業者向けの販売、洋楽、代理店商品なども好調に推移したことから増収となり、売上⾼は 100
億円を超えることができました。 

利益⾯につきましては、売上総利益率は若⼲悪化したものの増収効果により売上総利益は
増加、対して経費は売上増に伴う変動費の増加、営業体制強化を⽬的とした⼈員の採⽤などに
より増加しましたが、売上総利益の増加額を下回る⾦額に抑制できたため、営業利益は増益と
なりました。また、経常利益につきましても、急速な円安の影響を受け為替差益 37 百万円を
計上し、増益となりました。特別損失に本社ビルの建替え並びに本社及び倉庫移転に伴う関連
費⽤ 323 百万円のほか、⼦会社株式評価損 15 百万円を計上したため当期純利益は減益となり
ました。 

2022 年 3 ⽉期通期連結業績予想につきましては、個別業績予想と同様の理由により、売上
⾼及び経常利益が予想を上回る⾒込みとなりました。また、個別で発⽣した倉庫移転に伴う関
連費⽤に加え、固定資産除却損 9 百万円を特別損失に計上したことにより親会社株主に帰属
する当期純利益は減益となりました。 
 

以 上 


